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この要旨は専内経ぎ研究室長大内ﾡ枝官がと りまとめにも 

のでのるが、ﾡ接には后従究室野村勇枝官の努にﾡっ対も 

くない。といろの、西ワﾡのﾡ経場部のゼミナール

・

ﾡ枚と して MaZu。 : E Cuewmudev が P2rd ・ 

だ224Zg の一店の 金訳 が 弊料 技官によつて炭し 並らn、 

そがこの要 旨の 召 こ し て役立 っ ﾡ尽か < 点いと惡わ 

るからである。 .

このﾡ旨の全女べ、ほ二ど大内核官教筆の原女の ままで 

あるが、極くﾡかのﾡ)cおいて私が勝手に加ﾡし ﾡがる 

り却って原文で汚しかもレい忘い。 そ の責ﾡ烈に ある=と 

をお断リ しておく。

脳和 拝 戸ノ 百

経き部長
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I 林業向題の長用

ア*リ カにおける 林業 店Tﾡは, 凌'初 ワ 秘社 戻 が― ビッ パ 

からアメ リカの 素海洋 に 上ﾡ し を そのビ以未名生 し、 その 後現 

左まで国が次ﾡに発属してヘ口べ普加し、山林がA採さル.桂 

々王場が単坂さM、覆腸べ拡大 さ恥、社会々経済ﾡ係が衣化 

し、ﾡ次複雅火 する 従 っ て向題の 内窓が 支 り、一管複雑戻 e 

のYﾡってきている、 下、林業ﾡがﾡ代によってどのよう
・

上変って さか そな しよう。

) 休林べﾡ留にあってﾡ小福ﾡ代 - 南北城ﾡのま
</P2)

で --

= の Eべ は, ﾡ林は※業発 展 の じゃまさのこして か覆

て、炊ギ、ﾡ却=ルﾡ。森林はな大でほとんごﾡ店養あ 

るハら 二のよう感区杯, ﾡ新をしてひ, その倍※, *未株 

株が不足 し て るよろ尽二とはゆめあるまい こ考え らLそい 

た: しかレ このﾡ代の後ﾡ一には木枝業の中共がま部から 

五大ﾡ地方 に移 りはじめ、ﾡ計的減木ﾡ不ﾡご木枝価格 の 上 

界とゲみれるよ っﾡつたが そで ちぼB、国 の 面部 姿制 

部に はﾡ林が広な大にあるから、 塗国的ﾡ木桜不ﾡの不契はﾡ 

いと儀じらていた。このよ りほ、森•械 賓減 に 対F"&歯火評師 

は、和所のの点いﾡ大意乱伐旅地セる結業と意っセ.

ス)本枝ﾡ健の時代 - 南戦等後よ り惑まで ——



南戦等伝のアメ リﾡ済はﾡ盛海熱ことげ. zに伴 

って木枚ﾡ委番も縁し、前東の数ﾡに空→るに至っモ, 2 

のだの伐採名速に業地に稀さし、孫林はそはや気活該なさ 

のとは起えられﾡくﾡり、ま巨国の怒疑の じゃまるの ホニと 

型た考えら意<ﾡっ=・ ﾡとして奈林価値あるらの 

となり、 そ片杯ﾡさ ・ 神合さ れ域サればﾡらほい さのこ 

ﾡえられるよっになってきた・ もし国家が、 森林資深ﾡ持の 

ためみ にﾡ意的方対ﾡﾡたて実行しほければ、商乙ﾡく木救。 

真 の Aて健一に連 面するで あっっ ヒい ろニンが 強ﾡさ ね た .

=の 当ﾡに女さ に策の主意も のは

() だっている森林は責意るのそあるから、 こきるだけ木 

桜の費を圧ﾡす ◇ために 太桜 の代省度 の利Jf2促幽ゐ

こ と ・

C)株林資深補ﾡのために進林セで雄進→ること,

<ハ) 山林ﾡ営は和益のﾡ者を旨ボすﾡ公業の対家とはなり * 

おいから 画ﾡ すること.

の=フである。

しかしﾡらこらの 対栄片、 不幸 し て い ずれ お一画2 お 

いて 大き氏集り そ合かし ているeの, 林業の使全与発及のだ 

めは 専ろ送式て格いた、と判イ=2ゐ。 信ルち 木 

桜の代省長の利甲る促よどいろ対は、 ※林はﾡこは 

ﾡって、 産が可ﾡとある尽をﾡしていクこと ﾡ林片 

及ﾡ和用さ Lることrよっ てﾡめてその 主受意ﾡﾡマ発ﾡさ き 

るものである気をﾡ落している こと. ﾡ林の再生産の区済的 

基確は林産ﾡに才る有利区ﾡ場の確立にあるぷを疑落 し て 

いること特の 大さた誤リ そ している。 こuらの課りのみラ 

さもﾡにや三にめヒ夫、 すたルち、 水ﾡの代当ﾡの利用る 

促進しeﾡﾡ、 各さ画さ木校のﾡ感が次め三とは. 林 

業後きﾡ震にとって大き后マィ ナスそあ?だ。

造林を雀せよこいろ堤索は、 =ービツペ芝行のている 

よう旨 森株堂 の 方法 そア* リカざも 実行 せよ、 といろこと 
・ ・ ・1

ざぁるが. ここざの誤リは、 ゴーロッパとアメリカぞは、 森 

林段のﾡﾡ的、経済的基ﾡがまるで室っといろ=とマ疑装 

している塚をある。ヨーロッパの賀或林業な、ﾡいﾡ領、者 

い地価、 木桜に対才るﾡ利ﾡ市場とい っﾡ ま川だ経済的条件 

2ﾡっ ているが、 ア* リカそは そu ら の条件がま るて毒っ か 

ら、 ービ人ざ終戻 しだゝ林枚符セア メ り カざ行九ばﾡ商 

ﾡ自報ご意るおそがある. ﾡ林運勤の進着は. 寿ら人 

々み医国ﾡえるといろやリ方でとリ , 林の採算とuろ 

ようほ三とド全 く 類え wていﾡ. しかしこの 増林 運物 o 実 

行は、林業声題の正しい解決る愛ら地だくいフゝ外にャーの 

ﾡ案にみらW ろ よろなぎはﾡかっ ﾡ。



山.布経啓 ・ぎにせ と ろ察さ、 =の堤示とは半に並 

株べ長拝戸こ委丁るから、 そに耐えるきの*嵌けMば、

さ話"=こ" とかも あ学らる刊会べﾡめて不なへ。到 

き一保の報資○対裁ににﾡいえな〜=とよ。 しz 国さム 

やらぼければ戻らぼい という海えに基礎こお、て、る、こ。 

ﾡ崇ごのぎり一,不地区株る=とのみておz、ぬ振

保従と産のさや佳て電考しそいるなさ努る. **点価人A 

米には査し ・い こいろ方之方べ -つにはは々煙めの優進さ 

もたらし、=っにド価人考前のﾡを星らた. ﾡ業。進う 

ちげる影大の確喜べ※業の 炭ごいつたるのは方 い いう

一おペよ質氣さ切る=ごそ区4ば、."赚な涼名 朮 る南と 

方がいかに林業の熱桜をﾡビ 巨かドフかそ あ ろっ。

三のよっに、当時福崇た木ﾡん継の対策は、い# 

る嵐宣氏ものそ忒寻く、有售ほ話照迁半年冷の力あっ后が、 

・かし、 株業ﾡﾡの要性セー桜に認ﾡとる上2は、に 

殺女った。 、

た、大*ﾡ雄る強するの余り、水棋幼雄に対十る※府 

から=そだークﾡレおべ=が岩は 涙ﾡ林が域。おるに 

つて立太価格が塔責するどあろ うこいう マ運の 不に森ルぬ 

に本桜村場のﾡ働どみり ・ 山林対る投茶の行さざさあ 

っ 团 こuがﾡ在株業後旨に対る大き意ﾡ督しざ

ヨ) 林業向ﾡの現ﾡ

タゴだも林業商ﾡの発点は、森林の 故探た或镁の切衡芭 

ﾡつ ニ と ・ ﾡ戸林かのみ懐的塚役状のﾡ上との及殊比の 

ﾡ査林に対るﾡ生さあ多。しかし、今まどの考えとは要 

って、どん 林さあっ < ﾡ、その 林 の 的音的恼■億 W 卷輝. す名. 

だめ2だ杯さるべさズるるYさている。だだ、 その代 

杯乙当ってぼ,生ﾡの保ﾡべ甚しろらるよっ2、 まe地域 

社会の表ﾡ、時る生ゐ乙対するﾡ備の安ﾡがなレえらスよ 

ろに、さと2合u、 迫*の画さの束をも考ﾡして行っル要 

があるとさwて いる。

三の よみﾡ依様法の考え方と基く合運的ﾡ林茶区ﾡさま 

ﾡすろ②は, 検術的のるいはﾡ市ぬz解決しテばほらほ 

いいろいろ感店ﾡがあるが, そのよう尽向ﾡが今甘のアメ リ 

ナ状業の店油選く ある。

I 経済の林業へのﾡ並

ノ) 価植生産者 とレての 森株

p/の生活さする赤林の価値片、森株状くって 

二代 い とま々 一解た ぼ認識 士;" ほい

系林の 生み水、価値ド

(4) 株株 の 拝 任 そのク ちのから ﾡ う)) し 名 価値



くロ)林産ﾡの消ﾡと重じてﾡされる価値

5) 立木そ 林産物 2なﾡ丁る ﾡ程 の0ほか 売 nL る価ﾡ

の 三つ がある。

森株のﾡ廷そのものからﾡWる価ﾡ、 水深ﾡﾡ、 共* 

政上、土ﾡ杯上 Tア、形番、飯畜函株の農供、・生載の 

• す み かの提候、複光 ヒいったものごある。

本をﾡの消揮を番じてﾡさYる価ﾡは、 木般の価格ぶ素 

いこそと 木ﾡのよつ独ﾡのﾡﾡヒZよってもらさる, 

連業河営 手業票料、ﾡ茶桜料・料用ﾡﾡ木枚のﾡ会雄 

のてなっﾡっている. そのﾡ, 旨氏の活*準は人ビ 

一人 当 " の 木ﾡ祥撃Y2よ っ て聞ると いろょ っ最こ こえい 

われる種るあるが、こは不堪ぎこあるとしても、 活 

ﾡが林ﾡ始のﾡ対的ずy よっ て大い r2ﾡ署さいつとい zる

立木を林を2友ﾡする渡程の ﾡか之、複され る価位は、

林業*株産業際係者/与えらるﾡﾡ*付. 達業の生勢 

の ﾡ言 といっ 乙形 のものそある, ノヲa3 年z は林差業 と ペ 

ルプ ﾡ業の商春さノ 2 a か人 の 人 ﾡを 与えていを。 このよ 

うﾡ人々の左活をﾡ更ン、 ン乙 ﾡA*長こ武してち 

たっ さ ②地ﾡ社人のﾡﾡをはかる ためマは、2： う し マも 

ﾡ株業。 確立さる こンが季さ あ 参。

・ ネ有株業ごﾡ株店ﾡ

へろ ～

国有林の旨士行けれている現柱さも、採ﾡの ラ テは 

私有林からさている. し た状って盤去•ば もとより、 左にお 

ける私、有林のﾡ校のこめ、資源の派、産業の表示 方 

戻対するﾡ備の表株、鉄道入やサービス業ル入の減少食 

諸度道ﾡ、税塗ﾡﾡの増火、寄い利マ、ﾡの減小、 不充分左 

数者ﾡ認等のﾡ票を格びて いる。このよ う塚詰ﾡる招 いた基 

去のﾡ伐に対する責在に加えて、環任科 柯 林口、ﾡ有の不変 

ﾡと,ﾡ性的怠生産基剰に版んざいる. しかレ、 運去におい 

<遊伐2向わとﾡﾡ済絡ﾡ条件は断次改巻さつつ あり、改 

善 さ nだﾡ祭件のそ とさ末私有林がﾡでほ す 二〜がさきる 

かYい ろ向ﾡが今旨の向ﾡさある。

3 私有林○ﾡ落的1ﾡ

ﾡル雲とされる木桜の供ﾡを確係する よ ろ2林を管ﾡ 

せさ とい っ林所ﾡの 公共的義務称2ﾡる談論がﾡ大 

いにt z利 かせ ている.

しかレ、表料電ﾡﾡﾡY価人 の 台由そ基請と する今百 の ﾡ 

本主義のせのざは, 私有林業の経ぎ百ﾡは利浩望求にある 

か ら 利ﾡ「求z反 し =行人る価人押し っ ける のはﾡﾡだ あ 

る: 河ﾡ求の上に立ちﾡら、しか老ﾡお、山林ﾡの公 

性セも乗しう るよう ﾡ山林の冬旨方送は何か といラ ニヒる支 

二と が今甘の私有林の店煙さ ある。 名 の古「ﾡ対する解 

へ 7～



あ・ ﾡ人ﾡﾡと産保硫送の確立ざある。ﾡ故その よろに 

いえるかみつeて を以下の 各章が孝切する.

I 森株及が 林差脚2賞 商=uた ﾡ値&べ価格理論

ノ 価優のﾡ論

経済覚 の 価値の ﾡ齢内決定 法は、そのﾡ が賞 そゅて 

ﾡ産ぬだるのかゞろか2よってﾡってくる。後ﾡをかけて 

生産こﾡﾡの価値は、需撃、供ﾡ○ﾡ区作甲2より決ﾡ

る こ2対して何えばキﾡのようま台然の台せぼﾡ物の 

極睡 ま、. ニ とクﾡﾡそﾡってﾡらゝたﾡﾡﾡ価値から ﾡ 

かれる. 京始林は後者、 人二林ﾡは前着ﾡ教当→する.

派林校の価値は、 その桜を夕、 工してﾡらいに朴 

ﾡク価ﾡかと、 工の誉用*合ﾡ旨ﾡﾡﾡ築ﾡるさ

し〜いに残ﾡYして求のウuる- しﾡかって、 その価値は、 

株差ﾡの価値 と製 ﾡﾡ岸 のaっ の原す2久有る .

人 工株桜 の ばる いは、 それよりられ 林差ﾡの価値が A 

エ林找な好才な静嬖ク该も査蒙乏次上因■せあるが,施％、人 

エ株根 の 生達ﾡが場おする 人千状械の価ﾡにﾡ響セるば 

し、そのﾡﾡ対するや響そ置じて人工林求の価値秒響と 

ス. もし人二株段の市ﾡ価格が、 人工林校の生産者+公 

正ほ利ﾡ以下だある意らば, ﾡ林への求資は中止さw、将表

の入工林桜の株番は減少するから、スエ林枝に対するﾡ要 

が不恋さあるﾡらド、立木価格は上ﾡする。このよフ2人工 

林桜の 生産書は場末 の 立な価格2ﾡ響2与えるが、一ﾡ木が

長して3えば、 去根ﾡらにﾡ書は、ﾡ在の立木価格 

は大 し ﾡ影著こ与ほい .

同-市場乙ﾡ始林桜か らのものと人 エ林ﾡか らのものとが 

ﾡﾡさWるYときは、一ﾡ一価の渋即2より、後着は前者よ 

り高植Y2は宏れ版い。 しﾡがって人 工株桜の 生産模が木価 
・

格大き ほ場等をるぼ しうるのは、 深給林ﾡが少 <ほっ て、 

要の -都分 し かﾡ え塚くなってからざある, って人ェ株 

を解毒 寸る の を 有和 莒条件ほ遥林、 *切リ、 集*塔の衛悟 

が低凍で かつ原 始株が すて2意く ほっ = か或は人 工株 の 袋 

ﾡまぞ2は飛始林がﾡ くほると考えらるよろ 地域ぞあろ

っ。

) と達放べ消共の坊者としての価格

自占裁番運論よWば 海格た指燥と して、最も有品ﾡ企 

業に生産者はﾡ本を、 ラ物者はラ物セり向は、 消書査か 

ら最るﾡく要求さロ < い る隊の 生産2行う. かくレ て価格 

亜の 生産 と済督の調節者として の炭能正棄寸. しかし、鬼美 

乙は、ﾡ本とか断力 とい っ セ生産易素の可勤ﾡがい ァいろ 

のﾡによ っ て駙眼を戻けて いる= とや、生羞看/消費者が



ど ずし も価格る指様と し て 極大利 油々被大効岸の 求 行わ 

ほいここ、 本旨と業のﾡ圧等乙よってﾡ格のおっこル救ﾡ 

は あ る程ﾡ面害 =いている。

産に*するﾡ「ﾡ者としての価格は、 素ﾡからめﾡ産置町 

ちど採番と 森林の 生達町 ち 堂林置 の=つし て作ﾡ す る . 

東在まだアメ り力林業の女配的ﾡタイプざあっだ鉱山4株様 

(消草坐押) <は 木*価格がﾡ書ると、 Aまさ振算のと

ほかっ ﾡ小径木まぞ伐採さMるよう2点るだめる、次 

の本救供絶の深祭ごﾡる=次林の或長は負務となリ、 ※添の 

係統を者する- 2木救ﾡ格が下uば、採ﾡの係士かほリ 

の大きさの木 までが入ﾡ将さ、代標要 を減少→るの き森林責 

深を維椅す々上さ各都倉Aざあるから、 木桜ﾡﾡはﾡテが」 

いごい二とをいう人がある しかし、 このよっ2. 木ﾡ市

と不利〕ﾡ さの する こ よっ <資深をﾡ持 し よっ ころ 

消ﾡ絡老は、 森林向選の解決は役立た尽い。 素のネ 

共ﾡﾡのきネ準をﾡ援。し < 機的か っ計通的に戯太の 

送座* 緊新の 準ﾡを行 ラ 生産候防筋盤営の確立 z 翻セﾡ式す 

こすルば、 有和ﾡ本桜市場こそ望ましい, その家味からす 

ば 利己的ﾡ動ﾡから、台己の生塗ﾡの高価格2ﾡう投木音 

のオが 木本のべ首話の利所を大新にき低して、 貞深そ継持 

しな2 とする森林係ﾡ=義者皇よリーﾡ生産ﾡ統ﾡ督の改
/の ～

的英礎をﾡ供するという意味において、 連設的ﾡ私有林業の 

方同努ガ して いるといえよろ。

T 森株賀源及ぐ林産ﾡの供給

ﾡﾡといら言ﾡ片マつの責味に使わている、-つは式与 

林分と未の 森林及採2可ﾡ2さ也る来林ﾡにﾡするも

○さぁリ、 は、 市場価格Y一ﾡの市場2供弟さだ奈桜々林 

逢ﾡのﾡYの肉係にドする るのそある.

ノ) 市場代え内ﾡ格店題

価格決ﾡﾡの一つぞある株論とは、曲格との関騎において 

市ﾡにﾡ供さにﾡ話の種ぞある。 ある一夫時ﾡについてみ 

nLば.ﾡ格が高、忌る程供論置は増する. ま=、 ある一定 

の格におい < 市へ の株給ﾡが増する こ と 2株ﾡが巻 

するといろ,

深始林からゲﾡこILる大桜の論番は、市場 さ の 太ﾡﾡ格2 

よって決定さる。 塔2えば、市ﾡへの棋ﾡ重が番要ヒの 

関係で木械価格を決是する. いずれしても、価格Y供給と 

の東係体一義ﾡだぁ る.

ヽ
こ対して人工林枚のﾡ輪と価格との肉係ぞは, さっの 

ﾡ面セﾡﾡし尽けハばﾡちばい. その一は、-ﾡの時-- 

ﾡの市ﾡさ確立さる価格. すﾡPち、市場価格さめり, 化
～ ノ/ ～



は護雪が充分行わだ しと さに改立 する そぁろ う価格す 

なわ お正常価格ぞある、

人 エ林枚の 市場価格片、 頑給林枚 の価花と旨じ よろ2、

そ のﾡ2おける市場へのﾡﾡとﾡ愛とのﾡ係から一数42 

きまる しかレ: そうレZ全まっヒ価裕さはく工株ﾡのﾡﾡ 

産がざき意い ヘ々がぞ< < る とすば、 その人は声生産セ 

丈めるのご冬奈のﾡﾡが浅ずるから、 もしﾡ要が不変ならば 

荷格は善く反る. 価格が高く友ると、今ごの価格ごは禄算 

ゲこ忌"が・ 新し"価格では杯算がと"るこい った人々が 

ﾡ生差と給めるっ2意るのて、ﾡ給がﾡﾡして、価ﾡはﾡ 

獻る. ごういフた締宣こ山フて、ﾡ局価格はﾡ爪生差者皇 

の佳産様くﾡX生逢鮮) に考付=っ一 する、 そuが正体価格
^ ・ •

だ ある。

このよろ2し て市場価裕正幣価格に向ルんど するﾡﾡセﾡ
,,

つのざあるか、その傾ﾡの喪彦はは、生ﾡ琴な資本とか易

.. ・ ・ . . I , , -- - -, I

オガ とか企業こ\ つ 生産撃奈の移ﾡ性の大N zよっ て票る 

二の産季索のﾡ勤性は、生産のため投下 しﾡﾡ本が大き 

けnば大さハﾡ, ﾡ速店が長サ 長いﾡ小 ムなる, 

現柱アメ り力の木桜業は運去の将ﾡﾡ代Yおける授ﾡの後剰 

こレて山林々製枚工端最利ﾡ採ﾡセ替っマい る, この

辰援賀は利子,管型者、ﾡ金、繁賞ﾡの画定常*基しく火 

//2 ～

きくしているのざ、 生産ﾡﾡ低めて現ﾡの低落した価格に対 

応するには、一力レてな生番彊絃也く しほけド長らほいと 

いろ状逢"込まWて いる・ 生産ﾡセ管せばますます木枝 

の 市場価格は低ﾡする ・ この 生ﾡ近報 と価格のﾡ猪受と打 

おﾡっ て. 市場価ﾡを正帯価格るeめ2、 法をも 

っ < 生ﾡﾡ受を しぶろとい ク前きがあるが、この節きr2対 レ 

<は、その 効果 M 失わ せる合そWがある スっの撃法がある- 

そのごは、 十中ハねまぞﾡﾡﾡの契ﾡ2加わら 旨\ぞあろ 

う小工ﾡの将ﾡさある, 準設も肉ﾡもきﾡ小工場の怪き者 

速は、 大工場がﾡ産ﾡﾡセして価格セ高めuば、ﾡち生達番 

を桜増させて価格をﾡえてアう相宣旨い・ その=は、 本役

善話の塚任だある、生産ﾡﾡよって高めらた格は、

A首話への番要を着すと共Y、 木校へのﾡ要を一時付2減少 

よせ て価格そ低きさせるおそがある のみ旨らず 本校需選 
t '・ . ] ■ ' I ン ’ • • , • i - -'it *. *

の一訂セ永久2失わ とる結票を招く かも しiu ﾡい。

太ﾡの生産述烈前ﾡのより望ましいﾡ炭策は、練り'義して 

べい る よろて、 生産ﾡ区・の 基礎立脚 し て林業およ 

株ﾡ業るﾡﾡする ことある.

) 末索に対するﾡ林供船

現ﾡ、森林ﾡ滅がﾡ堂に済滅しつあるこごが愛ﾡさいて 

いるが、一体、ﾡ林の現状はどう想っているのか、 今の状態 

〜/へ



を続けるごすると、いっまど表株べﾡﾡするのか、素の木 

ﾡﾡ要乙声っにﾡる該医がﾡ替さきるのか. と、いっセこ 

がしき に議論さ n て い る-

木枚A館の翌宗がら子ばる よっほってから、 森林ﾡﾡの 

推ﾡがﾡこるよっそ意ったが、初めの意さLだﾡ定は、 

か意リﾡ旨であっ<、ﾡ要ゝ上に木枚ﾡに対する恐ﾡセ大 

さくした・ 資深つての最者し2 かつ 結頼さき るのは、 

タ3s 年2だーゴープ ラ ン ド報告ぞあるが マ2よると 

径済林つ熱晋ﾡは 4夕 see xエー カーあゝ、 その振老価 

値のきい 製枝甲ﾡ林は画: / ラeecガェーカ_. 等 : 

/4ク22確Bル 主曩椅瞳 : 米松 <saﾡ) . ポ デロ - 

ザ松 <今%) ・ 主受分布区城 、 大平洋岸 く4a) 部部 

く ノ%) と意っている.

/ラ→5- ノララの=平均森林消権重く9ク2は採番) 

ボ/< $億B, ﾡ支浜ﾡN。ヲ ノなルさ 成長証の/8倍 

常当 と っ こいる ・. こ製様ぶ桜林っ u cプる ビ ヽ 

与平浩権覆 sテ 億 B 拝成長番 ノ ノ フﾡBM さ , 成長 

電のノ告の消ﾡごなっている; .

このう は長量 2 る消ﾡ量 の倍率 大さいが ,ラ 

よヘ・ラフテの年平内ﾡ置が少後み統、かつ隊ﾡ率が 

現任の宇と維ﾡするこして資深のおﾡﾡﾡを計算ずると 製

ヘ/#/へ 

段用抹/成 3S率とぼり、さら乙、校擁獲の二次林の 该後を 

走え入ると4テ年と尽る。まに, 採護の減少しﾡ 

ノラ ラベ ノラ3 の年平均済祥ﾡる ひ ヒr する と. 三次 

の成ﾡを考えﾡいときフ3ﾡ、=次状の成長セもえると2 

ﾡと尽る ^

りEがつて、 将子宗の消雄ﾡがどら尽るか、代杯方法や代欧 

ﾡの旅扱う法がどろ意 るか ゆから想いレても、 太 桜ﾡﾡ 

のﾡ未がそぬほごしてはい減いこヒ. 置ﾡﾡ面かとみた 

ﾡ林向ﾡ解 のめの 計画を実する た 型夏 短時固•の 余裕が 

残さ Lているこ と確か さある.

しかし、次代の木校秩給のﾡいさある=次がゞした 

どしてる、 その位置があまり2不そあっﾡり、ーケﾡだ 

してだり、品ﾡが等さあっだリすuボ そ済ﾡﾡ刑ﾡの

象2はﾡら想いおそいLがある。 まだ、 木ﾡ業が軒業価と 

転々 ごﾡ節 し て地社会の定が求め らLほいおそ0も ある. 

さちた、ﾡ始からのﾡ給と=次林からのﾡﾡヒの店Yに!店 

妁甘どヤ ップ かせき工. 木桜ﾡ格セ用り上、代首きの利用 

こ進 するおそ山もある. こハらのいくつかの十おそいこ 

肪正 寸を必 ば、*はり不ﾡ生ﾡのをﾡもっていくゝ外にう 

法は ほ\さあろう.

//へ



, V 森林費源並でに林産ﾡに埼さ川したﾡ髪理論 

戦べ生逢のため使わる生ﾡ春ﾡと、直接人店の徴望を 

だすﾡ者ﾡYがある ・ X料に使わ ・Lる許のよ ろ爆ご部のる 

のを除サば 木林 住老*パルプ*家長ヒいっﾡ消ﾡ者殿また 

逢着載の表の め2使わYる生達春設ざある.

木の特っている効所は, 木をﾡ料こして作ら之住宅々、ﾡ

*・ 家票のよろ意、いpゆる消ﾡ者ﾡ○形乙ボってから始めて 

契現こLる. このようレて、生産者数の雨受は、 その戦セ使 

2てらだ消挙者酸のﾡ愛から挙さ域さいLる。

消ボ者ﾡの開要は、その設状清賛者て針して持っ財用の大さ 

さと, 営者のﾡ買能力の大ささの=っツ後海する。 栽の大 

字さ片その ﾡの要ﾡ 重位 の 岩 マ < ﾡ票 効) zよってN) 

らﾡる, 票意ﾡ力の大きさは主に復の大ささよっ て支誕さ 

る。 ・

ある融のﾡ要の大ささド、ﾡ格ヒの肉里与いて市傷が曜 

入しよろとすろそのﾡの枚番によっ て示さW. ある一史時 

ﾡY2っい てみnぱ、供給 ごはア対2価ﾡが者2 急 るﾡ用要基 

は誠 る。

消償者ﾡの誘撃が衣るヒ, 塗者ﾡの需要はより大 

2夜化する。 しながって立木々木枝2対するﾡ撃は, ﾡマ
. ・/

家べ2対する需要さリも不契さある。 そして、ﾡ章さのべ

入/と ～

こように: 立 な*木核のク 供ﾡは価格 の 衣化2対し てめまリﾡ 

政2勤か海I から、W要の大けば変が価ﾡの大ヤな交ン

っ てﾡIL る・ ■•

需要べ成化しぼいぼめい、 すほわら、 ある一定の価格る市 

ﾡ ざ購入さV る数番がﾡ しﾡいばあい を、ﾡ格の変化2対 

して 購入笹状、友生すな 程歳之髓要ク愛力性と い う。簡裕の疲 

化¥より) ろ瞬、番力 恋世華の方か大きいとさ、ﾡ要の弾ガ准 

が大、 その墜のと=小ぞめるヒ\っ.

上の認ﾡから分るよう2、 氷校の消ﾡ重(難入番、

ﾡ) がッレﾡといっこンは、 木ﾡの効片の減少ビか消ﾡ寿 

の卜能力 の 域か の 圮め忆木 栈必せす な 稀慶扰成 ヶ (一定価 

格さのﾡ入置のケ) し好 こにエ示寸が • まそば' 要変 

らﾡくても、ﾡ格 が高 まったために 嫌入 番 が減 y しそ ことを 

示す。ﾡ舎点ﾡガﾡとは環肉係さあるか、公者は率力准z 

って減 の程獲 状範明 ささる。

ヽ ・

ﾡかご実ﾡ区ﾡ定することr西難そある。ﾡ数た»ず、 

あるﾡご矢理さいるのは、ある一つの価格(市場価裕) に 

対すぞ璃 人量 左分で、あって、票ったﾡ格2対するﾡ入基は今 

らないか らぞある。ﾡ射セべにすm要っﾡﾡて対する購 

入重かるざあみうが、 そのとさは所ﾡYﾡる帝要X変が保

=eほハ. ま本ﾡは琴くのﾡ金があるから 各所

～ノ7 ～



列2准と劇ﾡ し氏サぼるまJ*がほ\ といろ二と 

そある。還去における木ﾡの価格ご替型との係こみても 

ノタノア～ノ ae 2は木校価が気紙2上ﾡし に2をら 

ﾡ書基の改じがで Eノマコラ～935は間は- 

が大下落しににや ず消■費量 ぁ激減 してw s こ、っ に 

態さカ 株さ はﾡﾡが さきほい, •

=のよって、 木状のﾡ*性のWﾡは離しいが、ﾡ除的に方 

えると、

) 商市品wﾡ的音い価格さﾡ入さると。

ビ) ﾡ入ﾡ位か大さいとき

ハ) 発入が電頃と" うより ○竜城的ほ的ハの他ボとし<ほさ

ntるとき ・

=) 代普品が盛ヤか2利用さるこさ

ﾡが性が次さいら、=いら○余はの○引くこマ*て、、 

る道業用がの番撃のみヵ性は比継世よざあろらと裂のWる.

木松い常がWず2るように言つるから=のかた, 水*立場 

のマくがべ首度のﾡﾡ乙よつて矢めWてさ. この木松台 

函の」域が 木共とその代替至のﾡ雲積ナ性のあら pwcあ 

るか 試片、両着○ﾡ季の残 のあらわれるあるハごうハ 

・**の2るﾡ1ﾡさある、も厶代昔まがた战より书相為的そ 

ﾡくﾡってきだめ乙」進しﾡのﾡら、前着あセJ、

ヘ/P〜 

ﾡ格が互2ﾡじよろﾡき之しているにらず代善話が進 

しとほら、後者の号響がかっﾡ二とセ示す- 前査クばあ 

いzは、代苫話Yzよ ってﾡ木ﾡ市場とﾡ束す2は、木 

技価格で対2)き下Wばよ ハが、後巻のあいは、林 

産ﾡの食2数義 してﾡﾡセ高めると\つ た方法2よっ マ新市 

場をﾡ括 し ほけば尽らほい。

ノタノ3ヘノタラ? おける木ﾡYセ* ント *, レ ンかや 
" 1

鉄校ﾡの 木救代舎ぼの価格の勤き と比較 してみると, 大体ﾡ 

じ よ ろ 意勤さ セみせて いるのさ、短え射的乙は、表春す なわ ち 

需要の衣化z っ て代書話がﾡ しﾡこニー2ﾡる。 しかし、 

長声2こってみば 価格Y消誉重との岸係成台そある. 

*ﾡ価格のはレ、 かつ長ﾡ乙置ってのﾡ者は、代善話の坐 

と奈して木ﾡ市場の参く2失やせる領とほる。- 失つ 

ﾡ市場の灰複はき易任=とぞはない、この=とからして、 生 

産ﾡzよって才価格の喜水ﾡを逢成、稚持しさつとする 

やリ方は、 木桜市場の ラく 2半楽 久 的"夫 わ 七る 原因 とほる 

能性がある。こ二乙対レて企業合とか協活索売、 こら2 

大ぬの集ﾡ和甲を可能にする業 林ﾡ業の永間たは、生 

垂な宅成させるから、 木桜市場と唯替、株大することが 

亀るさあろ う.

ヘノアへ



T. 林 ﾡ城 のW要減

立木 く スはな救)の 需験の深気 ごば々株差ﾡの帝撃のか怖は 

立木の番撃のﾡ官を部らか区する、をし、東ほから望い将2 

Pだっ てのﾡ差ﾡの雨要の節さ2類する 二こがささるなら 

山本有春, ﾡﾡ業着、林月架者ほ日々、た- 報人にこ→てﾡ) 

リ 料 高 いほご 大さほ ﾡﾡをも らす。 そuは ど九な型の林* 

径ﾡが下利そめるかを教*、 系有林業がどの種るﾡ渡しう 

るかを示レ 有林業べ社A的段求なごこまざ»しうるかセ= 

受 させ る .

レハレ ポの科愛2福する=ごは不可継に在い.、まま 

ぞ2-=2ため2ぞく、のな7"*Puた, その主なをのは、

(イ) ス口増加率とー人 台))の木枝尚践量ヒからする予想,=u 
は葬実ご全く 合わ想かっﾡ .

(コ 受をの人ロ*の人甘してルﾡとえる之あろろ半 

彼の数番かやする予須 =uごは子媒さWEﾡ撃が価裕や 

所ﾡの係る契さいるYとはﾡらな\。

(へ) ヘ口Yﾡﾡこの肉係そそとしての予ﾡ、単-報的海 

傾信を示す2す ざﾡ"・

(=) 重きでおけるﾡﾡ友他の深国分、こごは林差の*ホ 

の 用課予類で直株裁N してい 豉い が 最も科岸的ぎ あ り、 

長ﾡの「央業2ある。
〜2の

ア 乂 り 力に おける木鼓消費重け、 ノタ24拝の52債BM 

を最高と してそ の及滅 レ、ﾡ ノラ2タ 以ﾡ急ﾡて滅 少して 

ノタヨュYはノ2 徳日 Mとっだた、 このノタ2と ﾡの消や 

渡の波少がﾡ2よつてもﾡらされﾡかがﾡﾡのﾡﾡさあり、将 
', ・

末の番を立てる上ごのﾡがか リ ﾡ挙株する.

I 消養置滅力の生成原因ヒレて出

[ (4) 産業時Zﾡ業の的発惑の終ﾡ

25 卑前までは筝早差 タズ の度撮数が して きヒが、 そ 

の後増が情止 した。
• (

Cr) 木ﾡY代ﾡする業業枚料のﾡ琴ﾡ ・

こは都ﾡ<おける式紫様がコン フリートﾡの 大連業2 

移行レてさﾡニヒヒ・ ゴじく、都市における耐火梁の強ﾡと 

い っビ翌全性に対する欲求のﾡ大しだ =とYよるが、2っ 

)ほか2、代省話製造着健の着橋的な直ﾡ広場対し 、 械木親 

が宣区下手さあっだだめ2少撃以上が巻話 の唯をきし ﾡ 

= ヒ r百 力 母 い。

cハ) ス ゴt道1合の減ル

」=ハはﾡ2おする条の低下と桜性ﾡﾡど2よって ろ 

たらされﾡが、 木松消誉量にﾡ係寸るのは、 単たる人ビ論数 

のッざは巨く、人口 の 率金 構成 ヒか、一キ当•1)•の 家族数、都 

市都外、 H舎z居性する人口ﾡ合、ヘビﾡ動の状ﾡYいっ桂 
へュ ～



ニヒがﾡ係する。ﾡ島ﾡ成はﾡ「次壮Aﾡ人ロが高まってきて 

いろのざ. ﾡ位人可数きリ の佳ﾡ*は増する傾るら っ が、 

下一きり の家族ﾡが減丁るのくー ナ当ッ の坪数はレ、 

ﾡる・ 田倉の述紫ば木ﾡがぼく、一人当の木ﾡボ官重は都 

会よリずフヒダけごあろが、ﾡ田倉に意ﾡする入口ﾡ 

合は減の一途るってい為。H合より都市への人ロ勤は 

ノタ ユクヘノ ララ 芝はﾡ平ﾡとヨ石入室して いる.

<=) 木ﾡ動の減y

ノラ テrドア* リカ ラクﾡた. . を翰出 し てせ京ャー位 

とのていﾡが、 ノタミケ2はノノﾡB とほりキ五位z 
転 とE ・

WT,林産物のﾡ要ﾡ豊

ノ 林差物甲

木救がﾡ又ごの位使わWるかは、 木桜の新し)用が為党 

さnモリ、 木*の代首話が発達したり、 社会の木桜対けする 

欲求が坂しヒするにつx<彼つてくる。 /Pぷ4年には 

木松生逢置の大部かは燃求に使われﾡが, ノタラク耳Yは 

太段左 艦量 の っちの2P% がX枝にﾡわいだY通ざﾡい, c
/ラィ4拝YはさらYzノぷ%Y低下している。)

ノ9zケヘノタ2ターざは, 木ﾡ注ﾡ章よノが単拝
/～。 ～

ﾡセ主ンする、ﾡﾡ桜としてﾡされ、以下ﾡﾡ(テ" 

ﾡ太くと%)、城木くとゆ. パル深*く"ッ> ベ=" 

漂木 c つゅ%). 其ののﾡとﾡっている. 
・

ノラ5s ﾡの-般桜所途を ノラ・年の それと 比戦し、 

<みると、炭照切倉が婚加レヒのは者市住室ﾡ 工城道認甲 

ぼ具用、軽車ﾡ、铝费用導亡 お))、 少レモのド部部佳宅

、 車ﾡ甲ﾡるある。

ノタ。ぷ拝には一扱所核の7夕必がﾡ認ﾡ2快P 津訳 

用の 43 % が速催避察用•上車われて い る・

直該用投の樸用量ば、ノタノ年乙はラつ2ﾡB"ぞのつ 

ヒが、 ノ ヲ5ぷ年Yは. ノ ラ%減少レてみく2ﾡBと旨 

さら2 ノタラョへ ヨ以年2は ノ ◇2億Bル以下2激減 し ・ そ 

の後増加 してさている・

ノ ラュsをノタ3 軒と比はしてみると, 新都くの使甲 

量は s○盛Bル ょ ・ ss億B"に減ル し が こば属場 
製墙加の停止と蔑衰不混忆士 を修繕の縁延:なよる。こに 

対し都もるの評重は、往宅料において ラ2日"より / 
s。ﾡaル な 增疝 し ヽ 形桂足用 でば 工等量が、* 盾忆盲 ?てい 

。oaこんどmばべ営い,師。巡熱二幸賞料中にものる 

本減「操Aは、社剛ど博らさwから。テ%て 産業ﾡさ



試ミケ今からノラに、 公共ﾡどは火○%からヲ必之滅ル 

とている。そねだけ代首昆が進払し=わけさある. ■

都市てはﾡ立家産代ってアパ ートが増しっつあるが、

• =ィ試一へ当り 坪数の武少と代首話修町ﾡ価の証証を通し- 

木ﾡのﾡ対的あ済書減少セ搭い ている。

尸 ・資素都の来執校ﾡとして木桜が代首話と遂«しほがら 

どの程選ﾡ用こるかは、西為○価格の勤さzむ、らかの 

声係を構っが、 より大き歴琴ﾡとして考えらLざこしは、 

都市のそ惑のや、 *陰の特っ巡ぶ、耐く燃。. ※会性のよさ 

ざ • 繁はやルにすクー殺のきめ*でッ a ,都いが送愛 の 彩 

とし で近頃時忆洼目され ろ 刀冰、 大都市の部みに住も人5の 

量幾丘増加と衛生都布 り発展ざあお =wは*島ャ又eはる 

高、.冷,空 2 定、き。全ヒ*nの発ぶとるよるが=。 

傾ﾡがﾡすることは, 木桜被町合の大製話社座の階施と、 

工場の 息動 との 両面から木桜の消ﾡ動るきめるさあろっ.

基染区勤は費場倍須ごして勤くが 耐久性が大き、、に 

ウ緊場への適たは星いる.。連然活曲2は 一 。一の間 

ﾡがあるこいPnてハ る・ 染辞は=のボ点とはあまり ※於 

ド定ろくある。 しかい、ﾡ染ﾡが遠い*めえ、dめの2o 

%ぼ、渤圣世银そ佗を建オバ技いから、辛いほ店宅が番 • 

する s つをほば木桜商要は*い 2増 しょ ろ,

ヨ). 建設以外に使用をれる不材 (一般 用我)

/P28 与 に は一用林のスみみが連教用ス外に使われた。 

これらは多く副ﾡ 物利 用の予でﾡわれ ているからﾡﾡのﾡ 

営を数って いることになる。 こ の分野で便われ る ご のo2 

はﾡﾡ料用、/2タが塚ﾡ用、/2%がﾡ車野用、 タが 

軽車ﾡ用 である。

包装材料用の木本 は偵物輸送電 の増mに例 し <増加て 

いないが、 これ は. ル 7。からら れ たダン ボ ー ル に転 殺 

しつつおるからである。 .具 の*% は木要 祭、 代著Yの競 

合はほ とんごたい. 車ﾡ甲木オは不書品に ﾡ次 *の朝琴を 

癖 わ れ ている。

x) 燃料 & が 特除 ﾡ才

ﾡ材、 木、 ﾡ木・ パルプ扉木・ ベ=*浜木にﾡ用さ 

る基は. 全消賞壇の半今をとめている. こらのの多 

くは .小経 木林 からと ﾡオ 雨才林の残 オ利 用の=クの形マ 

供令 こnろ。

繁本使用軍は、 水春話の増加によ っ て減少の 一塗をっ 

ている。

ﾡ木便ﾡ番は、 ﾡﾡ処理次鉄管新該番のﾡケによって同 

じ<減少している。 こに対してルプ原木の使甲量はﾡ 

増している。現在4、ハル、 源木ﾡの形でﾡ便雨番の半



今をﾡ入してお た量去 /ee - 点ﾡ侍隔長が織価 学 的 

に増してヨているのる. ﾡ索益々パルプ涙木の使用長は 

ﾡ正す2るあろう。 ベ=マ戻太の賃甲電む増ﾡしマいる.

$) 林差物2対する*来の帝要

海来 0逮来活ﾡ 冬子ﾡする = との継しさは x案。 愛 

髪ゞ県ﾡのﾡ安垂 をキめるのるは友く 一般の長気Vい臨 

の行う年単政株 と かに = っ てﾡ察電がた右 こる としうさ 

にある.

米産択に対する米末○需撃、パルプ差業に示こMてい 

そさに ﾡ業中にみらるﾡ々の楽室)2込ある程ﾡﾡ得 

とそいる。パルプ"合区等の例外はあるが、 ﾡしマ、坏産 

条ﾡは催のペ若 ・ ﾡ上京程製屋 の改食は行っ ていたい。

C- P. Wシピowは. 林ﾡﾡのﾡ髪を増すため般要た 

愛件 とLマ、

) 消電ﾡ価区の他税

g 生産物ﾡ用におる満足ﾡの増大

い 新 し い生ﾡ物*改長生差物 の発展

( 正当にヒてﾡ 累的 海手段による 求藩 物 の 宣き 、 普 及 

の2マをあている。 *。 具体的急万法 yしマは 運帳 

°軽高 工喝広く て、の 保続能営、 太#類格の領、 費爆・防 

ﾡ処邦ﾡにFるﾡの作上ﾡがおげらnる. 二 

～Zど〜

本 の化学 師利 用 は*来 どこまるの びる 犬分 らたい ほど 

洋々たる前逸て持っマいる。 *来 の本業は ﾡ材 工 埸 をﾡﾡ 

ェと して持っ巨大た化ﾡ工場への戻料生ﾡ着Yたるるあ 

ろっYいゥ久こえある.

:. W素求ﾡ"経ﾡ .

清算Yは. 保ﾡを考えだいる、現存黄嶺 を何 耳向 た お 血 に 

り犬レ、 べ 京地 は放 葉するり方をいう。 こういク*リカ 

がアメ ) なでは長まで支 配的 で あっだ。国土 の支尾 そもたらす 

二の ﾡの ※ リガに対Lて 一棘 の 人々 が、 反対 し始めた。 しかと、 

清卓代採を行 って きた 人々 ぱ、左だ、単に 廉しヽ 原料を 貿 ってを 

れ Ie m王 し、 利盗をあけて生活名 維持 しよシY いう あたり 入の 

万法を* ってきた cす さ海 いわけるあるから、 彼等を非 継す
4

るここはﾡくある。彼ﾡはただ、 多くのヘ々と同じうに孫 

林業の利益を知らたかっただけの ミとである。

現在るはﾡﾡ林業のﾡ益ば一に 知らハるようにたってき

たが、 な お 清 境伐 探を 継統をせよう ビするいくっかの 要西が 

ある。 *の主なむのは

/) 盛ﾡ能力をﾡった製 王場が山林有をかて い る と.

駿旨 の庄ﾡﾡ中におめる画ﾡ費の製 合が多 < 六り生ﾡﾡの 

てためは 注ﾡ番を大に増加しなけばなはら なくなる。

ヘス7



いそおい 有 山林ゞﾡ殺こる こYにる.

ス) 主に/せ紀に 行わ れた国*にぶる 放 た土地売 却政 

実のためヒ、/世紀未 からス○世紀材頭に ガけス の山林の 数ﾡ 

ﾡ価ﾡの増次Yのため2、 山林の巨大有がﾡ立したぶ、 

弊- 次 大ﾡ後ネﾡ価格が下落 し て山林有が不利 となって

た- す方わち、 巨大海桜下ﾡネにる利マ*税金め保 

藤営等の頁垣に えられなくな った。 ミ の不利ぶ らﾡか 

るために 山林 老ﾡすることになる。

最そ去の大をたﾡ算 株 の方法

大 ハ様 々左ﾡ木 が占えて いる天然の - ﾡ諾ﾡ または一 

ﾡ画ﾡ公と最大 ②利益 名ﾡ得す る清ﾡ似株の 力去 は, y ら 

すればよいか、 立木ﾡﾡは似出 力王ﾡ用じ製愛のﾡﾡの 

差として料められる。

ところ る代 工ﾡ 用は 一 に は あ る 経名 まで は 直 ﾡぶ 

次そいﾡ 単位求病当 りの横用ぶ夕く六る。 一方製話の 価※ 

はﾡ径が大 キ い程単位材結当 リ o ﾡ格ぶ大 と海る. *=そ 

一永に あ る赤かの 採に よ ってあら るﾡ 海、 査ﾡﾡ 

付以 上を者代 したときに最大になるいをみればよい こ とie

る。 (利益はﾡ各の函数Yみらるから)

-画面着からの最大の利益はプラスの 立木ﾡをポっ 全部

～Z8～ 

のﾡ木を代ﾡすることによってあげらる。ﾡち、ﾡ ﾡオ 木 

の査径ル の とその査 径ﾡ類 となる。 ミに対Lて 一ﾡ探 

型ならの最大のﾡ益は、 とし普清が、多量 に あるな ら ば、 頂類 

ﾡ木 の直ﾡより しずっ Y大を点資径をﾡ番ﾡﾡヒ とたときに 

えらnる。次 に示丁ﾡ ノ表は= 等の奥保を示す 一 である。

L たぶっ て、 清卓ﾡ2 おいて神益を最大とす る直径ﾡ報 

は. ﾡ有者積の事督海清ﾡの材期においては言く、ﾡ点替積 

が少 く左るにっ 心 て奴 警に松下 し、 有ﾡの欲期に はﾡ京本本 

の吉径にまで低下する。 このさい、 も し 戒.探後 の 残存林金か、 

長 してくると、 直径ﾡ坂 o ﾡ下 は少く 六る・

最 さ 有A な 盲径限現 は 清ﾡ涙 た何笄が か るとい>= 

と によっても興ってく る. ﾡﾡぶの後 にイ採 さ 戕 る立オの現 

在価格は、 x の立太媒代標さ 2 ヒ =の予ﾡ価格と*の立 

が 採 こ 沢 る と=まるに)ﾡ友 情理 ﾡのﾡ者の現 在価格 の ﾡ 

として示をれる。

Lたがって、 ﾡ来に状される立木のﾡ在価格は。族探 ま 

マの期向ぶ長 いﾡまた 音経が大 = く 価格が言い春催下が大一 

くなる。 ¥ミで、 年にﾡﾡをうけて、代杯にﾡ与がかふ 

eばあい の振る有利法造督ﾡ票 をためる ほは各商ﾡﾡ県に 

対施 する 耳純 收 入 と代標催使ﾡﾡ とを半め、 入 の売査価

合書が減大 とほる 適径ﾡ原をめばよい。次に示す弊ユ表 

へ タ～
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は・ ミ の計算例 である。

このよ>左資径ﾡ原は・ ﾡ票ﾡ太の直名Y単価ﾡﾡ当Iの 

求大の益を与える直経厚Yの前にある。 りし、 採後の 

.激 分力 成長がお ハ ば、まえル同じく 追経界 は後者 zレ 

て いく。

T 標続ﾡ素径ﾡのﾡ砦

本の浦 第代探 を行ルせ ている 票因 ぶ保ﾡ的な山太経ﾡの東 

をげていろこYに点ろが、 *の他に, 保続催 首 に冠する瘴 

さソして、 ※ののがあげらハる。

・ 新夫の市場の不確契性....長大のﾡ皆 ・

盖い率龍•火災の澹喚、 い生長率、 宴い市場への歴ﾡと 

いった不利方茶件の下においても ポ※の木材価格が、 * 

ら の 不利 名 麦ﾡ するにた る岸けの 高=が保証 =れるた»ば、 

保補経もは 或 立 しり之」しか し、 ミのょ> 海有利点市ルを子 

祖する こた は、将柒、林ﾡﾡにするﾡ馬どち六るふAら

ないミY・ 林産物を供給する側において、原始牀の唐章イ茨統 

国行芥、 小工還等よの供給とのﾡ合べおる、ことによって 

西継である。 さのうち 予測函難友ﾡ要の変化は引セLマ、 

秩給制におろ 戻給林のﾡﾡ水駅 クﾡ合は ﾡ省林の資地 

務と共にﾡ次軽ﾡセるでおろ っ し、 画有とのﾡ合む

政府の言有林ﾡ売却針ぶ林価を抑西する ご の るたいﾡ リ ・ 

さほど商ﾡるはﾡい。 ただ.ハエの存在は. *nの書談、 

移ﾡ、肉ﾡぶ商単I2や1る といっことxり て、 相返の ビキ 

には、 xたらに生ﾡをﾡ大していく友面、 不況ると工場 

を所ﾡし、 *の他票、 立木の買付整大中に夜ﾡして姿来し 

た市受の成立をこまたげ、 たらに、 本対価ﾡのﾡ事を抑ﾡす 

る。 また、 更付けた立立本の代釈に当って、*来のミ とほ少レ

考えたいから、を儀の成要の基礎-母ろ若い木まで、も彼爆

Lて了っ。 二のようにN工場は、 安定 しだ有 利 辰市場 ②滅立 

ﾡ来のﾡ長置の増大Yいク保ﾡ経ﾡのぐﾡ的、 ﾡ術師基整を 

失わせるのる、 係続経巻の炭立みためには. 無黄任た小ェ馬 

ク抑ﾡがぜひYし要てある、 三のためには 林経 

ﾡな保統化 し、 立木歌売面るのﾡ同の化をはよかる以外に

方法はたい。

2) 生産保続を所能たらしめるにﾡ点ﾡ意、床長番の不ﾡ 

去 =おける 盛代 o 結 票解有 ﾡ積が選ﾡにﾡ少 したぜあい と

か、 立地ﾡ件が不言なため 庄長率ぶ余りにいばあい とな、 

または=炎林の筒ぶ郷許をドあし、 ﾡは・ 保続経首总困難で

ある .

の在連森；林災害の危険

火災 病虫皆、 風售、ﾡべ、ﾡ。
～ラヨ

一



ダJ 課税方法の不ﾡ正

・

ム林の似採収入は向断的ﾡのに課袋がﾡ与なこる ミとの 

不

S 生ﾡ保続に駆ﾡさ*せろに 暖太当産収入の 不足 

注差保ﾡにﾡﾡするには, 勿論. ﾡ稿放ﾡのために複会ぶ 

ﾡﾡであり. らに. «界番を減少させてﾡﾡ保有をはふる 

要があろため *ら名賄うにたる 当産 を愛すろが、 

三をうることの 函難、

4) ﾡ識の不 ^

保統経き»経ﾡ的 I2 いかに 有 であるかはﾡ解 セって示 

す 二Yが長有効であるが、 林務筋室は、余 リ ia し塩林上の 

ﾡ炭をﾡﾡナる ② みで 山林 有者にﾡ入 られたい。

クフ 経修着の不若敦

・去 3。2 ダ商着算ﾡをﾡ けてキたス進は、 保物経ﾡに 

主かえる=とにﾡい不なをﾡっマいる。力えるe、 価の 

倍落、 売行の懸化、4支払の函難 労組の攻#、 といった 

悪 い ﾡ票 にYりまなて、 当面の対東に苦ﾡしマいるため、 

ム林経営っいてﾡ極前になれない状態にある。 また、 林 

はも *から 海い仕華だヒ いク考え ガダーイ しているミと 

経営者の 消ﾡ的たﾡﾡを動長 しマいる。

» 地条件の不細

上烈禄したいろい ろの障ﾡ因子は. *の全部メビ の地方 

cひみられるヒしクわけでは海く また、 *らククちに店 

虎 眼 可能な陣兽 少<たい。 ミのよゥ点ﾡ傷 の完服が表林超 

ﾡ解求へ の ﾡ 一歩るあ る・

立候ﾡ求業経ﾡの誘因

保ﾡるﾡ の 普通化 によって したらモ )11 る 地京経ﾡあ る いは画 

民経者上 の効京 は多 々あるば、 *れら は、 保経性 に ﾡ や亡 ろ 

資ﾡの誘因にはならたい・ 盗ﾡの誘因は、 *っするミピガム林 

ﾡ有者 2ヒってセましいYいったし入るある。*れは 

) 従業貢場家族に対するﾡ店、 自己の製した社会に対する 

ﾡり、 っらいら猛店のﾡり冬失わたいため2は ﾡ庫能 

するよう た保や経巻がﾡ ましい:

z) 新しし桜ﾡﾡ会不足

一の#子率ぶ減ルレ、 催のか野での救ﾡら得る夕宏が波 

»Lxいくに従っ *林業の 熟力 が相対的 に増 ヒてゆく・ 

53) ﾡい裕束に盲っての生君の与た

ﾡ 株率 は かり花いeLマそ、保先経 によ?てあげら 収 

るル入 は永久的る5ろ・

) 末救を戻料Yする大をた会業2原ﾡ保

4ル、ﾡ山、 造ﾡの巨大た国ﾡﾡ備を持。公業*
～ろ$〜



大規ﾡたﾡ本工寺では. 原料である木材の一証を血く の 

山林から 車ﾡ的に供給こ るこ とダ督ましい。

$ 保統経憎からあられる利ﾡ- 最大のﾡ画(ﾡ争照)

この知浩の大きさは、 地位 地利、ﾡﾡ、 本相にょっマ 

異な り・ ーﾡにはい えたいが、 そﾡ着 ヒ してはﾡにﾡ在のル 

入並びに永来 クル入つ いて受沙有ﾡを水深方法ば有かを 

めることにﾡ を持 ている。 清算べ採の と=に はﾡ原以上 

の樹木 が、衩探 W 取 る ことに なる が、、 保ﾡ経営ては規在T票 

上るあって泌、 *れを 表存 する ニとに工って 来 ﾡ待 = 2 る 

州益が大をければﾡ存れ また、恋ボの撫育の意味 で, 很限

下 o書木が採モ ることある。

ど) 経惨ﾡの軽減

の) 減価徴却ﾡの整波

画談 箱 ( 鉄林 王場2 ﾡ幸 のﾡ鼓 )の 利 雨堀 高 ぶ 涙 

これるこヒによる。ごの ミヒ、 また、 高価 ではおる ル 計 

久師海高能ﾡのﾡ林該備のﾡ 甲名可能に す る。

(ロ) ﾡ送原価の軽波

森鉄. トラッ7 ﾡ整の従該 ﾡはﾡ雨といっより 者本

下 であ る。

( 借入 金和 の ﾡク

救ﾡﾡ志清算代採 よ ・ 岂 永ﾡ性し ﾡ※性にﾡむ保続経営
～ョ4〜

に対し て はﾡ行はﾡい 金利 で融ﾡする。

( ﾡ全 のﾡ波

遮与属 入が入 るか ら秘金軽ﾡにﾡ る。

休 林太ﾡ入 準備全の 不髪 :- 景大 の軽渡

ﾡ代ﾡ マは、 衣採 心 る 口従 2 て ﾡﾡﾡ本人ﾡケ す る 

o<、 ﾡ本維よの ために 探木 o 立木価格名 *の年 の 経/ 

ﾡのに 入点 H ば活 » 点いぶ、 係金 経 尚では浜更 とと 

てﾡ長重だけ代ﾡし. ﾡﾡ本本っ表少ぶたいので、 そのル 

ﾡ人左 い。

(グノ 森株 の 集約利用名能する

ﾡ物経き» らは一の ﾡ権を踏々一ﾡ番 2永金!て 供合 

することにたるのマ、 の本ﾡみ合ﾡ留利甲に新合した王場 

ぷﾡ立セ、 また、 有Aﾡ際区が置雇するから、 森林の集ぐ 

和 甲東現こn る 百能性が 羽 名。保ﾡ軽修以択によっマﾡ 

行 /るとさに時に= 利が大きい。

(s) ﾡ 家 有 の名 益ゞ大 圭 い

ﾡ塚有林の保究経啓は防風、 水深通ﾡ、主初止Y? 

た画て敷場の庄ﾡ力を増大するヒ共に 農家の應海を用才密 

宝統的に供絶ナる。 しかる 保続経修。ための経ﾡ自家断 

ﾡぶ使雨るのるルくてすむ。また・ 市場にく林払ﾡ 

ﾡしし 修ﾡ a 便くおるか ら 一層保続経営 の ﾡ行に相都合



であろ。

候能経ﾡ に おけ る 探方去

枚尿方表としてはﾡ代が最も有効てある。 しか レ, 妖は当 

面の探収入が告夕 * り も 少いのそ、 それに耐えらる込 のる 

左ければ実ﾡでをし、 ﾡﾡ、 林ﾡ状々にしていたけ 

ばたらたい。 去た似深区ﾡが抜大ナるのてﾡ細の整篇2前長こ 

左る。*れらの条件2支ﾡがたければ、 米べか最ﾡそおる。

ﾡ衣木の送順存

( 病 浜 塩木

( ﾡﾡ張木

い 価徳 史 長 ごく ルい食ラ た木 ,

( よ い ﾡ木 の生長をい*ま し て いる度 整木

ヤ ﾡの丁=れたﾡ許樹ﾡ

・ 通熟木

出 ﾡ熟木

枚探=れ ろ 炭熟木 %判は: その木 を次の似採ﾡ主で保ﾡす 

るヨごによって得ら る価値夜長番 が、 共のﾡﾡの事雨より込 

卜*いかどクかによる。 マー=スは価値ﾡ長率どな一み基 

ﾡヒ している。

次さ示すﾡ=表は価ﾡﾡ長率 の計章名である。

〜8～

ﾡ3表

ヘ3夕 ～

岡 高

査 経

ノ本当り

価 値

ﾡ査然 
バ 増す 
毎のノ本 
当 り 価値 
の増選
布

商 高 

直径/才 

増すﾡ o 
価 値 の 

ﾡ3
%

/ﾡ店の 
/本当リ

個価 値

高長番 

ﾡ

価 ﾡ

ﾡ長率
• 兄

ノ 2 2 ノ / 2 / 3 22 2 2 や 23

ノ3 2 < 2 / ク 2ノ と 2 s ノ

/4 2 < 2 2 & 32 2 2 $ / 2

ノ 2 ろ ク 々夕 oどz / e

2 2* 2 2 / 2 os/ 2

/7 / 3〃 2 2 //ク み

/ど / s7 2 < ララ 2 /2ぷ ク

2 2 ヨ /48 ク

スク ラ z e 2 2 C 2ク の2

/ ス4 / 2 3 二〃 2 /s
合

$

・ 今 / / 9 ス / 233

zラ ラ ク / /ア 2 4を . イ

24 ク 4/ ノ ユ < と ユク2

そ s 7 / っ4 /4 2 ユク2 引

えと /ク / 3 / 引2 /引 2 ヲ

そ7 // 43 / ラ N ノス 2 N *す N



XT 利ﾡの試ﾡ

神若は子掲= W るた険に対する 報町である分ら . ﾡﾡを確実 

に知る ごこはでき点い にLて、能クる頂 り 合ﾡﾡに米来 のル 

益と*の水益をあ げる a 心 最た ﾡ用 ¥*の差願とLての4ﾡし 

を孑起 しなければならない。=のマ 掲利 率 にひとず u マ 

«) あっ土地を規ﾡ地にするふ、山本にナるか

(P) 清許べ採にするル、保能経営にする»

( 小ﾡへク救ﾡな、他の華業へのﾡ金救下ム

ﾡ○送択冬 ナる。 子ズ利ﾡ。笄 ) 老考える と=に. ム林経ﾡ 

では手を〜のﾡにするいば大そ点ﾡ還に友る。 ォ マ率 の 大 

き 之 ぱ、 静築 に は、 * の 公業 s借金 することのるる逃のか 

または、 たﾡの ﾡ し い他の 会業 (ﾡ業) るの 収益率か y ちら 

てある。

林経首 の利ﾡの研ﾡるは多く ラダの4子率ル甲いられ、危 

除に対するがヒ して 別に o夕* とにガﾡさ込ると している 

、 し»しﾡによって、 ま=そ当者によって、山林経営にﾡ 

待する#ﾡ幸 は圭ちまちてある。ﾡえば五ﾡ地方 のある区幽者 

はメ発を. 南部のある経惨着はど〜み%を、 西ﾡのおう経営者 

はマな夕 さといった具合にまちまちである。

とかレ、 ﾡﾡに保載経ﾡさ始めたﾡ求は、 予煙ﾡﾡ率»止敦 

の果とい フぶ 、 代探のﾡに代 ・)ﾡ し た木や後生耕み千ﾡ

外の炭長をみた こどにこるものガ多い・

) 標地に並林ナるこYから«らるﾡ

標地に 遊林す るこYからスタートする 山林経尚は貢 条件 

の隠い掲合るある. ﾡ林したﾡふ桜採時期まる生全るいるか 

どら いわから ない し、 またイ保がﾡ始こる までﾡ用は利 

てふくれ上っていく。 Lたがって、 ごの痛の温林経瞪て、は生 

長孝 が大笔く、しかもイ%期が後いこ ヒキ、 商税マ、副産ﾡ収 

入の多しここぶ望主しい。 しかレ遊林な企行して、 与べ果 

バでさるよらた赤ﾡにほれば、ﾡのﾡ事は海、なる。生長

早< ふっテレレ>油等のWﾡ物版入の多い南ﾡ地方の松 

遊株 のル支東係の一例名示すビ、 次の第女表のよってあろ・

この例 条は、残期タノ 耳、 A子率*死を甲していろダ、 

-カー当の 支出後牺合計約 ノ。 に 対レ、收入後便 合計 

はイ>。。る、 御み。 の州ﾡwあげられて いる。

z) 清 ﾡ水塚Yﾡ能経営 の4 清のた救

清章代探か らの有の源製は

) 立木価値の増

(ロ) 製ﾡﾡ ^

い) 水ﾡ地の段売

て、あ り、 統経管 *れは

(イ) 立立木価ﾡの増
～ダ/～

～メク～



ﾡ表

2 ヘ

(. 水ﾡ女。与のﾡ入る入後価合計 (/エーカー当

承 目 年 次 単位数 /ﾡ位当 

ﾡ 格

ﾡ在箇格 複式が

専 室

利 3死で・ 
計ﾡした 

傘 小
那

テレユクー24号計 2 3
Pa2o 

/ノ名乙. 与zセト 4 so ク 3列 3

テレヒク>24-ヨ/野計
〃

/&e セト 4 o ノ2 3o ク

加 木 ラ / 32 T パセト 30 2 /

ﾡ 新
引 / / svット 2 2o 2 /s 4

テレヒクッラクー37与 3マ /4o ﾡスンット /ユ eo 2 /3 弘

ﾡ 4e /2 本 ふ。 と卜 み 20o o ◇グ

用 ﾡ e /イMen み 2o テv

ﾡ 新 衣" 溯 ビト 4 22 2 厶 ど め

合 計 /fP $/

( 堀女グ昇の支公&支虫後価合計(/ェーカー均) ,

項 旨 年 次 

里

メ 数 

本

ﾡをﾡ格 賞誉 ダ却$るる部れた後価 

洋

土地代 / 2e 火2 ス/ /2

新植ﾡ / 4ae 2$ 夕 ク

補禮；賛 2 /クe / o 4 ク /

ﾡ 我 当 ノ ス o ス 22 スケ ク

ﾡ 税 毋耳 2 z 32 N 2

年義者 毎耳 2 22 ク 勿 4

ﾡ 計 ノ 3

(ゴ) ﾡ造ﾡ用

い 土地の生ﾡ的相甲

である。

点部デーグな地常 2ﾡにYって2っの万法 名比整 してみる。 

但し 比較の前羅となる清算我粽 (期ﾡ催ﾡ) と解ﾡ経ﾡ 

恐は. 済ﾡ期ﾡえ$与.ﾡﾡ経惨は状水でﾡ帰と午ヒし 

*の催のﾡ条件は、 に示すﾡす表の通りである・

ﾡ 表

、格 
一

・
面 ﾡ

エーー

エーー
当 り)
番 旗

PH

総ﾡ表

B. M

rBH当リ

イ面 格

彬

ﾡﾡ ﾡ 
ﾡ入ﾡ 

帯

/eo, ©o0 
\

73eo $g2o,0c ふクぐ一と, どeo

保ﾡ経営 / 22, 2 20 &$oo 2$2, gvt,gvo 2$2

耳 或 長量
(エソー当リ)

B.M

画表

エーカー

昇林ﾡ

e- M 靜

— <222 引o, ッgo,tvo / 2りo

32o /②みとo ヨo,gcete2o /vvozeo

っ の方法にお ろ経営ﾡ名槽ﾡナ ろ 各ﾡ旨 の ク ちで
～43-



*のﾡに余リ差ぶふいどみられるもの ととては.

W 税 &

税が財ﾡ課税である ¥ す れば. ﾡﾡ求採の2 きは始め大 

老 く 次蒸にルくする に井 し候ﾡ経営はﾡ与 同ﾡである ぶ 

平均環き比ﾡすれ大差は左し。 .

g ﾡ価ﾡ都

着 章依探に おけ るﾡ却期 商 は 2ナ 年である のにレ 保統 

経営るはﾡ理的ボ用野数にづく » らﾡ統経啓 の方ぶル く 

マてすナむが大差はほい。

い み木. 数本楽

毎与 のみ採面ﾡ は保続経修 の○ガ ユ格に たって 枚太ﾡ 

が搭むよ ク モみえ る ぶ、択太の宣径め大 ¥い のる単位ﾡ 

ﾡ当リ の木、 ﾡ材 ﾡが少くてす も い ら 次体相殺さ れ て 大 

差がない.

( ﾡﾡの価格

ﾡﾡは、 択ﾡ木の方が直ﾡが大をしから高い願、 震宣上 

同じYする。

の火ってあり、 大差があるくみられる沙のビ しては

() 立木価格

前章に説田 したよっに ﾡ章べ採の ヒ 云は立太個格がﾡ本 

維持 のためにﾡ用とし て計上こた たらた いメ、 標

経き ではその ﾡがほい・

(H) 州 子

利予率名り に 面後営 ヒﾡﾡのゞろとナば、 藩第代

深のとさの利 3承垣額は ( / m.g.当 り)

業以資ﾡ X 2 x -/ _ 22seeeexe.et x _/ = っ クとﾡ

N - べ番 子 ヨ.22e

とたるクに対し、 保や経惨では業響登*の.。チ=こーマると二 

=$α2ﾡ y 海クて保ﾡ経ﾡ の力か大そい.

いッ 係藤裏

清麻面ﾡは保先際地の 保壊 の 壮専 お、、なひ から 、’ 年平均の 

愛僚謙面称は保常経ﾡの半分るすむ上に、 ﾡ熟本は名々太 

より*炎 ク危喚ぶ少いゅら 単徹面積当 の保ﾡﾡパル く 

てすむ。 ¥位エーカー当りの 係ﾡ ﾡを着 章べ駅 $セ>卜、

保続経費2セント、 ヒすれば、 塚本M.B.m当りの保ﾡ 

総面積* 」
質は、 清ﾡ採では早番*$セント=ふセト、 保続経 

当 < はﾡ潟番 x /。 セト = ラョ セント と左 a.

( 表将価役

清算枚探るは桜採等丁後林比が売ﾡさ パ、 保ﾡ催営

るはそ 机 か海い。ッレ 枚索地» エーガー当リ 岸に 売却 さ 

ハば、 桜採木 M.B. .当 ・) の存価催 は <クセン ト と六る ・ 

ま たェ 場のみ侍価ﾡがス sッ e e ビ すば、 N. B.M 当 
へん

ヘメイゲイ〜



リヨョセ> 卜台計 /常とする. 二に対レ ﾡ候哉では.

浪為徴却を同験ヒ饭定した ので 工場.の残存析值上 リ ョH.

Y岩リヨきセゝ 卜 か表る こ ヒにほる。上ク差のある

費目 を一括表示 す ると次に示すﾡ4救のよちになる。 (A 

ﾡ木 m.B. M.当り )

旅/表

Pペ
本価格 神 そ 保浜 ﾡ 計 ﾡ存両ﾡ ﾡ前用

清章找探
舟

$

塵

M•タ/
ﾡ
ククオ

游
2e

/2e

帶
&

保継ﾡ 3 &2
25ヨ $ 一 033 3:42

かく - で 三の例 も は保続經、首 の 方が、清境送採工 リ あ徴探 

ホ単位材頂当 り の ﾡ用が少くてすもいゝ相為 るあるミこに六 

そ。 ふい 究東にはこ>>例にあて はめ る ド お い ﾡる 

あろ2う。愛は 与えられた 条 の下る、 ミゝしﾡメなるﾡ 

着の利ﾡ名ルﾡする い っ コ とでお る

清代採の百的は. るそちたけ短期向に。 最大の店を衛 

よ> とするにあるし、保院経営 ○目的は. 森林ﾡ本 ○保存と 

函立 とて、永続的に て、キる ﾡけ大点州事をﾡ こっ vるに 

ある。 *ミでﾡ力法 は神 声のあ け、 られる ﾡ店が興 っz くるい 

ら、経首 のo比該の ため にはﾡ ﾡの前価の合計額をま y<ル義 

ﾡしたければたらない。前価名来めるとﾡにﾡうﾡ子率の大 

名 ・ 非 ﾡにﾡ要 ﾡ要 ﾡYるけてあろ (利 子字 I2いて 

は前玉 し た )

; . I 運減期にお名ﾡ業

現在アメ り な の林業は清卓水塚から保ﾡ経営 へ移行の程に 

ぁ る. *はﾡ始林が次ﾡに波少 し、 奥地に*行 と た浩栗、立 

地 条件 の友冬左では保院営の 有料 こパ次ﾡに判ベ とLてき 

たから そあろ。ﾡ業のﾡ及似Tをﾡ符的にみる と次のメっにた 

ろ。

ノ) x炎. 臣は,病気からの森本保ﾡ

) の水塚のために、 ﾡ区林を保証す2売ゝのおるﾡ木会ﾡ 

容する・

ヲ) 新当海ﾡ町中に、 次期の不探が可能とな引*う売分点未ア 

m本を残存す る.

4) 生産僚ﾡのだめ0系本の恒徹化

ノ は 森林ﾡ票の 週 »山ば るよっにたってからA国師に 

ﾡ行こ ろよっ に点 2=が、 現在たおかっ ミ の段階にある株 

ナ ガ 多 い。

そ は帝識的 といッ よッ 傾燃の結果Yとるﾡわたその人多い。

5妖徴 ○東セ 意味 ナる。 またりへ ﾡ表的点 微 にある
～ダク～



もの もなリ タし。

2はﾡ及ク長優救ﾡるあるが これはまだゴく長止、 しなむ 

悪られた地方、 主ヒして 南那る駅ﾡ:る ようにったにすざ 

ない。

宿故南部で他地方 に 左=ぶけ て保晩経修ぶ東ﾡ=る よらに 

本ったふ。* は寿一に南都に おける 涙始状の役景が丁震 = い 

時ﾡに行われたミ*にrる。 す点わち。 *の枚塚が、 ホお価格 

の高い時だっ たので、山株有考が保命経幣にﾡ米す る にル運 

を 就政的兔格 玄 っミとがでキた=とY、 アメリカ ○表林揮示源 

の酒かっがはっり して冬たため票始本Yの蓋合を式る髪 

ダ左くなった=ヒによる。 *の他票. 係 続 經 陰 を 行 う 匚 Y、零 だ 

ﾡ標名失う前に、 清章 &保 な e 保続経 教に感像 する=し » で = 

左。

弊=に・ 面部によくあるよ>意、一山 林 の 技機 的大所存 によろ 

清算への 表制し ク<、 め2林今 o 成後率 か、、他の地方 よ り u っ 

と大をい・ 地T*矢盛に意をnれ ﾡ水要新の成績り xい。ま 

左八。ルブ。エ朦ド数郎 く 談立 こ マい マ、市塚妳、安定 し: テレ 

ン 油零 の 副産物が有利 にﾡﾡをるといったﾡ条件名備 zい 

る。

この>に 南部 ば 保施修莒実施 の ため のな条を持 ってしろ 

クる、 さ でﾡ経当が楽及する o =不題識が想 、し か し、
～夕ぷ～ 

ﾡ際には*っﾡ単にﾡﾡがみらたルけてたく、 *の前に保ﾡ 

経ﾡの南ﾡ者とLて、数多く の域街的、経者的ﾡ物場契験ぶ行 

» 最ルおった-

ﾡ政ﾡ と 私有林業

ユ。に入って、太地の荒凝. 森林ﾡ示りﾡかクガﾡ西= 

れろに ヌん で. ﾡ釈放任の択ﾡにあ っ た名有林業に井す 3政荷 

p 千歩のルﾡか多 くのス々か ら堤ﾡ=Yる よっにたった。= 

の ばお いの 政有 ○千渉の 仕方 - は次にべるよクに、 / ム林の 

公共的所有. 乙)私有林業に対する公共的規整、 う私有林有着 

と国家(ふ共) との協同、 の三っがある。

/) A 林の 公 共 的烈 有

ﾡ 去 ○私有茶業 か、、淸 項イ/ 孫 の 結■果 とレズ 名経指的 には、 

生ﾡ還ﾡ老いて不利 かっ不な来姿をﾡ し. 国段経者台 

も大切方ﾡ漂り雑持に失ﾡし、国主の荒ﾡを招いてﾡたクる 

ミら 弊皆 そとり除く めにム林はあ る種ﾡ の言有化ぼ 

要る ある y の主表がほさマいる。 ミの年委に基づいてアメ 

ウ カ政 は, アノ与以来 山林 の喫上 会始め、現在 る、はﾡ存 

の 画有株、利 有林を色 め て、全本比 ラ タぶ公状*有 Y な 

つている。

こク林地の公共有に対し て は、酒 入圭 教を髪部ビする
ノム



ペ リ ガ ク伝統にﾡく こ ヒ 公茨師経幽の宮僚刷震 による罪 

卜率佳・ 林系上2たや。桑大な財区孫」 地方合場本。 

藤金維特の困難、 きのタマスルる. ・た お有亦に対 

ナョ塩装*、塚司によ ってそっと深い 公営る町い効がおの 

ら名2では方いかといった= Yx、 公共「有地が経着的にみ 

て最と 合運的 に 利用 区 今e た w るかビョ かaっいマの呉 

声寒も 長起モ nて い ろ.

公共林有にW功さるべキ茶地は. 払経新的には率な。

ほいが 公共の利益べ大をい神るある。公共所宿 のう ち、 

目有とチさと め会きたﾡ「は、 * ○ムなのﾡ師郊問がuく 

24° "上までのョェ2た "が字- マ#求。木君供給の 

確保のために心ﾡ立こる旬有求は」 払有々有求ら 

の供給の不歴分きﾡ = 坂た程度に同頂すべセるおる。

公共算有株の経営2当2て庁、予立の払有茶ル条純経ﾡ 

玄行いっ るょ りに、伐採や感能計画に建マる ご” さらに 

■等とあれば、公業所有。売却 あ擒,等を有りて就有林 

英*坂即ナ2 ミとがずきる。前者の目的のた»、声. 有 

方を含めて の 生 差係物重 が実施 sn zしる.

z) 松有本業の公共部規整

, 現在までっところ、 私有ﾡ業に対ナる類整は、 防正

に 肉 し た 審頑 ﾡ らn < w たぶ、規整の 拡 大 ぶ 楽。判

こる よっにテった。

規整の言内は

() 永ﾡ的茶業のみがほしうる垂ﾡ的な木ﾡ供給、ﾡ定的 

ﾡ社会並びにﾡ業り催持、ﾡ山ﾡ票の催持ヒい 2た公共 

ﾡ福祉 ○確保

t) 木林市賜セ活迫し、 保物経ﾡ名行うに要た森赤ﾡﾡ 

をﾡ壊 し z い ろ畫麻代珠か ら 一步的な籟整/\探機寸W 

に と ・

の=っであ ろ-

しかし、 規整にあ2程蔑○ぜ滑を伴っレ、 *の効果は 

ずレ もﾡ確では伝い。 規整る左レ クるミ とは法律的に ち 大き 

海同恵セっ I て い ろ- 規整の 実にあた っ z ○面離 案 は、 

私有林経営着達のおかて い る 祭件はﾡ々様々 るあるら、 

すベ ての経営者逢に公平にﾡ用 し ゥ る規則はたい、 いうミ 

とである. 置-的ﾡ規整のﾡ売は不評名招くお*かある。 

不評判な表律のﾡﾡは大きたﾡ難を伴っ。去た.権前友規 

ﾡを 垣当 す る 徴人 は、 行政的 によ< ﾡ練= たすぐ たス々 

さな テ 並材票 キ< ラ 火れか多分におう。 モらe、 

ホ毋業者違は愈断 岸回人主義者が分く、 彼ﾡから正ﾡ海生種 

量の報告をらろことは西難であり、 また、後ﾡは初ならの2 

〒 には多く 及*の陰ﾡ名 とる。現在、営者室は、永ﾡﾡ

〜 S/ 〜



経啓へ の戻 宅喜めてお り、 規整老ﾡじて 二り し指噂Y投励 

を遥して、 二のﾡまっているﾡを利甲した力か、よxい 

効果 セしたらす可 能店があ a.

なく して規ﾡのﾡﾡは、指専Yﾡﾡ台けでは永統的経当へ 

の協に失政したYに合ウてたさるか、 た、 スェー 

デンにみらるように、 永ﾡ的経惨名行って い る大多数の経 

診巻番を、 版贡在な夕政の终营者建nリ保蔽するだかになざ 

れること 望 まるであろ ら。

ラ) ﾡ有林業にネする公共の協力

ﾡ来なら、 烈有林業に*して各ﾡの指*、染房ﾡぶYらnれ 

てそた。*の主たしのは、 火災洞生宅のﾡ止のための経ﾡ 

資季団*、 普木を賃く 供給する ミ 伤鼠牀の散置、祭環係 

海隊のﾡ・ 本業ﾡﾡ場の該、 技術名領ﾡの確立立ﾡである。 

三ら の油事に しおら ず森林の 荒ﾡ童ﾡし ているのる、本 

有林業にしるは: 規整*竹有の公有催がルﾡでおることのﾡ 

ﾡある。 レかレ、今まで余りﾡﾡがあがらなかったのは、 

経着的諾ﾡﾡが林業径営にヒっつて不# であったミ u、ﾡ助 ぶ 

弱極的、小源模に過旨だこと、一救大祭の林業経せに*すナョ 
, ・»・ ・ .,

ﾡﾡ と 協 め 不ﾡ今 ボった こ とな どが あげらる。たYタド 

Tの ための修知二 して 乙、松有林の4* 発 はﾡ助が不分 

であるとこている。 公祭し防火にしてあガが尾りない。
～一

現行の林地課税のﾡﾡ表は、ﾡﾡへの穀制に算さ、 保経ぎ 

へ の 瑟換 を画止して し\ろ- 林ﾡ入*エラ数吾のための救ﾡ 

返に#すろ高容のﾡ 子頁ﾡ も同じく 清培に向わせてい っ大キ 

なﾡ国Yたっていろ- したがって、 税きの改正"利子項ﾡの 

ﾡ戒の増 置か、、とられる に すれば、 多くの経営者をしそ彼等の 

布望ナる 保統経営 へ向わせるこ とにたろう。 経営 なよ り有利 

左ら しめる歧 ﾡ的. 経ﾡ的研宛 の恋ﾡ *の成票をもとにし 

てク展示株のﾡ医友ビジ有効である。 モらに ポ来にちる 

有和 お本ﾡ市域の保証を与えク るとすれば、 より多くのス々 

を保統経営へ 同わせろマちろう。

しかし、 これら のお有林業家への協なによろ方去には-つ 

のﾡ票がある。 といクのは、 私有林業泉がﾡ供された殺ﾡそ 

らけて、 目的とすナる保 続径 営を探用するかどうかは一に 私 有 

林業 象 の 老 え 方 に 彼存 忠七" ろ を丸ない はし、 う ミ¥マある。だ 

ふら、ﾡ械的点救ﾡに らず、依べ と し て望 夫レ、し軽 

名行っていろるのに才しては。 規整 の実売を塚ヒする.

孤表求市ﾡ解決の方点

森林ﾡ解決ﾡはス 上 o 各章 に お い て ﾡに べた 直 り マあ 

る。 こ=マは、 */ 要 o み を ﾡ部 レ 。

ノ) 画一内な際決ﾡはないYいッモビ 経営のおかるいる
～3 ～



条件に よって 留決ﾡ は與 って くる。 ・

z). 林地 の公共有 は 小株の ﾡ効所をﾡﾡこょ るためには有

効であろが. ﾡ ﾡ効 用 の 然ﾡ のためにッ 有列 るあるか y っ い 

は 疑は しい。 ・

N 現在の諸祭件の下では、 私宿業に対する横極的たﾡ財と 

あ る程ﾡ の 規整Y の 結合Y が還解来の最ﾡの 方法でおる.

) 保続経管に向わせる主器を勤後は、 保続後官からのﾡﾡの 

保証であろ。 ミのﾡの保証のためには、

W) ﾡ 一に林ﾡ物に対ナる客ﾡ し た活ﾡ的たﾡ要がルほるお 

ろ。

(ロ 次に 下垣※税金の軽ﾡ、 火炎※病宝垣にがする充 

かた防ﾡﾡの支虫、 不ﾡたﾡﾡ ク排除等ぶあ げらる。

イの奥現のためには. 林ﾡ扶ﾡの上Y林ﾡ業の発展によ 

る木塚 市賜の拡大と共に、 木ﾡﾡ費を不安定化し、 破ﾡ的た 

ﾡ採を行っ傾ﾡ クあるハ王 の雑除が、以、尋であ る。

す). 術普2ﾡ催の化. あ同ﾡ売組ﾡの確立. 林神防急の 

交竹等 も 解来に立2。

4) 新しい角ﾡからみた森が府盤解決ﾡは「保春」 ク新概令に 

基機を 覆く。雅来の保量動は、 森杯を保ﾡレ、似採置をへ 

らすために木ﾡの 代着 ﾡク利用名 ﾡ雀 士せ上うヒするもの で 

あったか、新しい孫得運ﾡは. に代ﾡﾡのﾡをﾡけて、

太ﾡ細問の ﾡ大 名はかり)、 こら に林ﾡ物 の動公重名増大 して 

木おに対する ﾡﾡち度密たら しめよ> ヒする ご○である。何 

故方らば、 *うし忘けば、 ﾡﾡ経常の経ﾡ的ﾡ夜は確立し 

なし し、保続経ﾡがﾡ在正 したけ ばﾡﾡの合運 的知 用 は不可 

能ており、 また係続経営が確立たれば、 森ﾡ源が永久に 

維持 こるからマおる。
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